
品種

じゃがいもじゃがいも

作型の例

本圃管理

春植え
夏穫り

月
作型 5月 6月3月 4月 7月 8月 9月 10月 11月

収穫
● ●

メークイン：男爵より細長く、硬めのいもで。煮くずれし
にくい。
キタアカリ：皮色は黄色で目の部分に赤紫色の着色があ
る。やわらかく煮くずれしやすい。

（春植え夏穫り）（春植え夏穫り）

植付
◆ ◆

（kg/ａ）

肥料の種類 基肥
追　肥

１回目
土寄せ時

2回目
土寄せ時

2 2

10

3

16

苦 土 石 灰（注）

過 燐 酸 石 灰

硝加燐安333

（注）じゃがいもは弱酸性土壌を好むので、前作等で撒いている場合
　　 は量を減らしましょう。

 畝作り
　肥料・土壌改良資材等を撒いた後、深く耕しできるだけ細かい土壌をつくります
　排水対策のため、あらかじめ畝を立てておきましょう。
 植付け
　３月下旬～５月上旬。芽を残しながら１片が50ｇほどになるよう切り、切り口を下にして並べ、覆土します。
春作では遅霜の被害を防ぐため７～８cmとやや多めに覆土します。
 芽かき
　芽が３～５cmの長さになった頃１株２～３本立てとします。芽が多すぎるといもが中々大きくなりません。
 土寄せ
　１回目は草丈15cm頃、２回目はつぼみが見え始める頃に10cmを目安に土寄せを行う。
追肥をする場合は溝または畝の肩に肥料を施し
てから土寄せしましょう。

 収　穫
　茎や葉が黄色くなった頃が目安であるが、試し
掘りをして十分な肥大が確認できた頃から早掘
りする方法もあります。
　収穫したいもは、直射日光が当らない、風通し
のよい所に広げ、３～４日間よく乾かしましょう。

施肥例

ここが
成功の
ポイント

ここが
成功の
ポイント

ここが
成功の
ポイント

　土寄せ量が不足すると、いもが
地上に顔を出し緑化してしまうの
で、十分に行いましょう。

作型の例

施肥例播　種
◎ 幅95cm程度の畦をつくりで株間30cmで
は種していきます。

◎ 種は1カ所に２～３粒まき、2～3cm土をか
ぶせます。このとき手で強く押さえないよう
にしましょう。

間引き
　本葉5枚になった頃に生育の悪い苗を間引い
て1本にします。

追肥・摘果
◎ 草丈が30～40cmになったら、追肥と土寄せ
を行います。

◎ 穂は株当たり3～4本発生するので、肥大を促
すために一番上の1つを残して摘み取ります。

 ＊アワノメイガが発生しやすいので、雄花が
付く頃に防除を実施します。

 先端から出ている糸が褐色に枯れた頃が収
穫の目安です。

（kg/ａ）

肥料の種類 基肥
追　肥

１回目
土寄せ時

2回目
土寄せ時

3 3

200

14

6

12

た かおか堆肥

苦 土 石 灰

よ う り ん

野菜良好15号

そさい追肥専用

・１列より２列にして植えた方がお互いの花粉が付きやすく、きれいに実が付きやすくなります。

とうもろこしとうもろこし
ハニーバンタムピーター455：露地マルチ栽培では播種から収
穫まで９０日かかります。先端不稔が少なく包皮色濃く、大型穂多
収の中早生バイカラーの品種です。
みわくのコーン ゴールドラッシュ：高品質で食味は極上、生で
食べられるほど皮のやわらかい黄色のトウモロコシです。ツヤの
ある粒がきれいに並び、先端までしっかりと実が付く品種です。露
地マルチ栽培では播種～収穫まで８５日かかります。ピーター４４５
よりもやや穂は小さめです。

ハニーバンタムピーター445

みわくのコーンゴールドラッシュ

（スイートコーン）（スイートコーン）

普通まき

月
作型 4月 5月 6月 7月 8月 9月

トウモロコシを１列に作っていませんか？トウモロコシを１列に作っていませんか？

（ ◆－－は種　●－－収穫 ）

◆ ● ●◆

品種

栽 培 の ポ イ ン ト

61


